
 

 

 

いざ、４４日間の夏休みへ！ ～７月までのサポートありがとうございます～ 

 １年生が入学し、２８８名で１年間のスタートを切った４月。運動会で心をひとつにした５月。 

学年ごとのさまざまな行事を経て成長を遂げた６月。水泳学習や絵をかく会で自分に挑戦した７月。 

子供たちの足跡を見てみると、迷うこともありながらしっかり前へと進んでいると感じます。これ

も保護者の皆様のご理解・ご協力あってこそに他なりません。改めて感謝申し上げます。 

 さて、明日から４４日間の夏休みが始まります。それぞれに充実した日々を過ごしてほしいと思

っています。保護者の皆様にとってはご負担をおかけする部分もあるかもしれませんが、安全・安

心な日々が過ごせるよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

夏休みが様々なこと通じた成長の機会となるよう、以下の内容について学校でも話しますので、

保護者の皆さんもご一読いただき、お子さんとも確認してください。 

 

 

 

・夏休みは６週間あります。最初に夏休みの計画を立て、起床・就寝時刻の安

定した規則正しい生活をしましょう。 

・家族の一員としての自覚をもたせ、家庭内で本人が役割を果たせるよう、 

ぜひお手伝いにチャレンジできる機会づくりをお願いします。 

※何をするか本人に決めてもらうのが長続きのコツです。 
 

 
 

【交通事故 ～道路の横断の仕方～】 

・「長作小学校前」の交差点には、学校側から反対側へ

わたる横断歩道はありません。安全のため、歩道橋、

正門付近の横断歩道を使うようお願いします。 

・中には、車道を渡ったり、自転車で斜めに渡ったり

している子供もいると聞きます。昨年度も交通事故

が複数回起きている場所ですので、アフタースクー

ルへの往復や習い事に行くとき、遊びに行くときな

ど、十分注意するようにしてください。 

参考：千葉県警察「子供の事故防止」https://www.police.pref.chiba.jp/kotsusomuka/traffic-safety_defend-11.html 

 

【水難事故 ～約束・熱中症の防止～】 

・夏はプールや川、海など水辺のレジャーに行くこともあると思います。ロケーションによって注

意することは異なりますが、「大人は目を離さない」「大人の目が届かないところに行かない」を

守って遊ぶようにしましょう。 

・水辺で過ごしているときは、水分補給を忘れてしまいがちです。こまめな水分補給や休憩時間の

確保など、熱中症にならないよう気を付けましょう。 

参考：政府広報「水の事故を防ごう」https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201608/1.html 

千 葉 市 立 長 作 小 学 校 

学校だより 夏休み特別号 

令和７年度 Ｒ７.７.１８ 

交通事故・水難事故に注意しましょう 

規則正しい生活を保ちましょう 

https://www.police.pref.chiba.jp/kotsusomuka/traffic-safety_defend-11.html
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201608/1.html


 

 

・夏休みのしおりには「遊ぶ時間は 10:00～17:00の間」と書いています。 

・外出するときは「どこへ」「だれと」「なにをしにいくか」「帰る時刻」を

必ず伝えて出かけるようにしましょう。「スマホで連絡がとれるから大

丈夫」「ＧＰＳを持っているから大丈夫」ではなく、伝えることを習慣づ

けていきましょう。 

・「大人がいない家で遊ぶ」「昼をまたいで遊ぶ」「お金を持って遊ぶ」といったことは、家庭ごとに

決まりが異なることが多く、遊んだ後にトラブルに発展することがあります。事前に家庭で約束

を決めておいていただくとともに、何かあったときは保護者の方同士でも連絡が取れるといいで

すね。 

・店舗などへの外出についてはしおりの「長作っ子のなつやすみ」を参照ください。 

参考：千葉県青少年健全育成条例 https://www.pref.chiba.lg.jp/kkbunka/kenzenikusei/jourei-gaiyou/index.html 
 

 

 

・スマートフォンやゲーム機を介したオンラインゲームでトラブルに巻き込まれることが多くなる

のも夏休みの特徴です。 

・日中のオンラインゲームでは、相手が子どもか大人かわからないことが多いので注意が必要です。 

・スマートフォンやゲーム機について「触っていい時間帯」「していいこと」「してはいけないこと」

「使用時間」などは改めて確認をお願いします。 

・“ながらスマホ”“ながらゲーム”をしていませんか？歩行中や公共の場での扱いについても改め

てお子さんと確認してみてください。 

参考：総務省「インターネットトラブル事例集」https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/ 
 

 

 

・得意な面を伸ばしたり、苦手を克服したりすることを心がけましょう。 

・「夏休みの宿題」は、計画的に取り組めるよう声掛けをお願いします。無理な計画ではなく「今日

はここまで」と見通しの立つ目標設定ができると、意欲的に取り組めると思います。 

・ほかにも作文や書写、ポスターや標語などさまざまな「チャレンジ課題」をしおりに綴じこんで

います。“得意な面を伸ばす”という観点から、ぜひ挑戦を促してみてください。 

〔自由研究〕 

・自由研究は、自分の興味あることについて深く考えたり、試してみたり、何かを作ってみたり、

まとめてみたりする課題です。 

・理数的な事象は、“考える”“試してみる”“まとめてみる”といった取り組みに

は向いているといえます。ただ、教科を指定するものではありませんので自由

に取り組んでみてください。 

 ・しおりには、参考として理科での自由研究の進め方を綴じています。 

 

 

 

 

 

外出をするときは十分に気を付けて  

インターネットモラルについて再確認を 

学習は計画的に ～興味・関心をもって学べるように～ 

昼間は大人の目が少ないことを 

悪い大人は利用してきます 

学習や生活に関する計画や約束を立てていくことは、楽しい夏休みを過ごすために大切なことで

す。夏休みに入りましたら、ぜひ一緒に計画を立ててみてください。分からないことがありましたら

学校までお問い合わせください。 ※8月 12日～15日は閉庁期間となり職員が学校におりませんのでご承知おきください。 

先日始まったドラマ「ちはやふる～めぐり～」。今回も競技カルタに没頭する高校生のキラキラな青春物語…と思いきや、少し印象が違います。當真あみさん演じる主人

公は、学校生活や部活動に力を注ぐことをタイムパフォーマンスが悪いとして過ごしています（そうなった理由は別にある）。「意味があるかないか」が判断基準になることが多い現

代ならではかもしれません。しかし、青春時代というのは、意外と意味があるかないかわからない日々のことをいうのかもしれません。後から「ばかだったな」「あの時みた

いな思いはしたくない」「よくがんばれてたな」と自分で価値づけをしていく余地がある日々は、自分を支えていく大事なものになる可能性を秘めています。必要かどうか

は後から考えるとして、ちょっと“やってみる”気持ちを持ちたいものです。ドラマの今後にも注目です。保護者の皆様もすてきな夏休みをお過ごしください。  
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